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⼯事概要 
⼯ 事 場 所  静岡県島⽥市 相賀 地内 
⼯ 期  令和 5 年 6 ⽉ 9 ⽇〜令和 6 年 5 ⽉ 27 ⽇ 
発 注 者  静岡県⼤井川広域⽔道企業団 
⼯ 事 内 容  ⽔道補強⼯事 補強可とう管設置⼯（φ1100）         ２基 

                 ⽴坑設置撤去⼯ ライナープレート（⼩判型） ２カ所 
                 付帯⼯                   １式 

 
 
 
補強⼯事の⽬的 

静岡県⼤井川広域⽔道企業団の相賀浄⽔場内に配管されている既設⽔道管（φ1100ｍｍ）の可
とう部がゴム製であるが、耐震対応のため鋼製可とう管により補強する⼯事である。 
⽔道企業団浄⽔場内の⽔道管は、常時稼働中で断⽔することができないため、断⽔せずに既設
可とう管の周囲に鋼製の可とう管を巻き⽴てて補強する⼯事である。 

                       位置図 

                 ●施⼯箇所：相賀浄⽔場 

 
 



本⼯事における問題点 
1. 可とう管の補強が⽬的であり、そのために⼟留⼯を施しながら 5.0ｍ掘削をしなければなら

ない。 
① 埋設管路及び電線が多数あり、それを移設や養⽣を⾏わないと掘削できない。 
② 設計図書に表記の無い埋設物もある可能性があるので慎重な掘削作業が必要とな

る。 
③ H24 年度施⼯の⽴坑の影響や薬液注⼊⼯を⾏う為に施⼯範囲全てを確認する必要

がある。 
2. 柱状図によると計画図 5 に施⼯箇所は、地表⾯から約 2ｍ下に地下⽔位があり掘削・⼟留⼯

に⽀障がある。 

補強可とう管設置計画図5
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3. 契約当初から「現地調査〜材料製作期間」による⼯期延⻑必要の懸念の問題。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



問題に対する対策 
1.埋設物に対して 
今回の施⼯箇所 2 カ所のうち、ろ過池側は散⽔管の１本、浄⽔地側はサンプリング管の１本が
移設予定である。また、他の埋設物についても薬液注⼊⼯の施⼯に正確な位置を把握する為に、
試掘範囲を広げて実施した。電線以外の埋設物をスムーズに移設することができ、埋設物の範囲
を桟⽊で⽴ち上げた後に PP ロープで明⽰を⾏い、埋設物を回避しながら安全に施⼯すること
ができた。 

 

  
      浄⽔池側（試掘完了）          浄⽔地側(注⼊⼯前) 

    また、H24 年度施⼯の⽴坑が施⼯範囲にあり当初は撤去の設計であったが、H24 年度施⼯のダ
クタタイル管もあり、メーカーに⽴坑撤去の可否について確認を取り、⽴坑設置位置を変更して
施⼯した。 

    ⽴坑設置範囲に既設電線が８条あり、施設運⽤の為に切断ができない電線の為、下請施⼯業者
と施⼯⼿順や仮設計画について詳細な打合せを⾏い、迂回させなくても調査・布設に⽀障がない
ことが確認できたので、設計通りの吊防護を⾏い問題なく施⼯することとした。 

        
          浄⽔池側（H24 施⼯確認）         浄⽔地側(吊防護) 
 
 
 
 



2.掘削中の地下⽔位 
地下⽔位は柱状図よりは深い位置ではあったが、地表⾯から約 3.5ｍ下で⽔が出始めた。 
薬液注⼊⼯を実施したが、埋設物の影響で部分的に施⼯できなかった箇所があった為に地下⽔
を⽌め切ることができなかったと考えられる（地下⽔の流⼊部が施⼯できなかった箇所）。その
ため掘削時に排⽔ポンプを⽴坑内に設置し、排⽔しながら作業を⾏った。設計では 6 インチポ
ンプ 1 台使⽤する予定だったが、ろ過池側で 2 インチポンプを 1〜2 台、浄⽔地側で 3 インチ及
び２インチ２台で排⽔することができた。 
今回地下⽔を⽌⽔することはできなかったが、湧⽔量が多い箇所では薬液注⼊⼯を施さなけれ
ば、掘削作業の施⼯性に影響がでたと考えられる。 

   
        ろ過池側                 浄⽔地側 
3.⼯期について  
今回、薬液注⼊⼯の施⼯の為に試掘を⼤規模に⾏った。また薬液注⼊⼯の施⼯に約 3 週間、⽴
坑設置はライナープレートの製作約３カ⽉、設置に約 2 カ⽉かかる⾒込みにより２カ⽉調査時
期がずれる予想となり、可とう管の調査〜製作が約 3.5 カ⽉かかることから契約当初⼯期内に
間に合わないことが予想された。その為、発注者、制作会社、⾃社の３者で打合せを⾏った。 
結果、それぞれの論点を確認して、スムーズに⼯期の延⻑変更を⾏うことができた。 

 
 

おわりに 
今回⼯事は、⼤井川広域⽔道企業団相賀浄⽔場内の重要管の補修⼯事であった。 
⼟留⼯（ライナープレート式）を初めて⾏ったが、別⼯事で経験していた⽅法だったので、 
その経験と専⾨業者の協⼒を得て、施⼯を万全に⾏うことができた。 
前回⼯事では無かった試掘（仮掘削）、薬液注⼊⼯の⼯程により、⼯期は延⻑することとなっ
たが、試掘時にも専⾨業者に臨場をお願いしたおかげで、埋設物について周知させることがで
き、損傷させることも無く施⼯することができた。 

  このような地下構造物の補修⼯事においては、改めて事前調査の重要性がわかる⼯事であっ 
た。 

    最後に、協⼒して頂いた下請け業者様、関係者様、⼤変ありがとうございました。 
  


